
鳥や魚の群は、単独の鳥あるいは魚からは容易には想像できない大きな集団を構成し、群としてまとまりがある姿を見

せることがあります。また、アリやハチなどの社会性昆虫は、個体ごとに営巣や採餌の役割を分担した集団生活を営みま

す。このように、単純にみえる個体が多数集まった集団や群は、個々のもつ機能や能力では実現できない機能を発揮した

り、振る舞いを示すことがあります。このような現象は、生き物以外にもみることができ、一般的には 創発現象と呼ばれ、

創発現象に対して、観察される振る舞いや現象をモデル化し、数学的にその原理を解明する研究が行われています。この

授業では、群を構成する個体の数理モデルを考え、個体集団の振る舞いを計算機上でシミュレートすることを通して、モ

デリングとシミュレーションの役割を考えます。また、そのようなシミュレーションに従って、最適化や学習を目的とする、

自然現象のモデルに基づく自然計算についても考えます。

生き物や自然に学ぶ自然計算

担当教員：畠中 利治 教授

● 受講人数の目安：30～50人

● 所要時間の目安：45～90分

● 高校でご準備いただきたいもの：プロジェクタ、スクリーン
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